
85

まえがき＝パイプラインは石油や天然ガス等を長距離に
わたって安全かつ経済的に輸送する手段として世界的に
普及している。パイプラインには，「長距離輸送用の輸
送パイプライン」や「小口径で比較的短距離の消費者に
天然ガス等を供給するための供給パイプライン」がある。
本稿では，主に長距離輸送用パイプラインの敷設に適用
される溶接材料や溶接施工法を取り上げる。天然ガス
は，他の化石燃料に比べて二酸化炭素の排出量が少ない
ことからクリーンエネルギーと呼ばれており，世界的な
人口増加と相まって，その需要は長期的に増加の一途を
たどっている。パイプラインの敷設距離も天然ガスの需
要拡大とともに増加していることから，世界中で敷設工
事が進んでいる。
　日本は，国内で消費する天然ガスの大部分をLNGの
状態で海外から輸入しており，その輸入量は2022年時
点で中国に次ぐ世界第二位となっている。国内では，主
にLNG受入強
事が霜せ ｔラインの敷噌ことか溶接撮声の
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2．パイプライン敷設方法

2. 1　日本におけるパイプライン敷設方法
　日本では，パイプラインの大部分は公有地である公道
下に敷設される。公道下の敷設では，土地を開削した後
に約12 mの鋼管を設置し，現場溶接を行う流れとなる。
1日の敷設距離は鋼管 1本分にあたる12 m程度であり，
敷設能率が非常に低い。
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